
答申書（たたき）に関する検討の視点について 

 

資料２でお示しした答申書（たたき）について、委員の皆様からの御意見を答申

にまとめるに当たっての視点について、次のとおり整理しました。 

 

新たな交流拠点としての 

施設の位置付け 

・ 県央・県西地域における新たなシンボル、拠点性 

・ 本市のポテンシャルを活用したスポーツ産業の振興 

・ 「みるスポーツ」を軸とした、市民の交流や発表の場としての

新たな役割 

厚木らしさ、コンセプト 

・ 本厚木駅から徒歩圏内にある立地優位性や周辺の厚木中央

公園などとの連携 

・ 本厚木駅北口の新たなまちづくりとの連続性 

・ 本市固有の資源の活用や既存イベントの新たな展開 

・ 次世代通信技術などデジタル活用を通じた新たな交流機能

の導入 

日常と災害時の役割 

・ 「いつもにも、もしもにも応える」フェーズフリーの観点を踏

まえた興行及び非興行時の展開 

・ 平常時からの防災拠点としての理解や認知 

地域で育てる、 
支える仕組み 

・ プロスポーツチームが地域に根付くための取組、本事業にお

けるプロスポーツチームの役割整理 

・ シビックプライドやアリーナ整備に向けた機運醸成を図るた

めの、プロスポーツチームと連携した取組 

・ アリーナが地域に支えられる存在であり続けるための役割や

仕組み、体制の構築 

事業性、持続可能性 

・ 社会経済情勢の変化に対応できる事業スケジュールや事業

展開の柔軟性 

・ コンセッションによる収益性の向上と公共施設としての持続

可能な事業展開 

 

※上記以外に加筆すべき視点や論点につきましても、御審議いただきますようお

願いいたします。 

 
 

資料３ 


